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ツノオオトゲクダアザミウマの雄の腹部角状突起の観察
柴田　智広*

Observation of male abdominal tubercles of Bactrothrips brevitubus

Tomohiro SHIBATA*

（要旨）　著者は電子顕微鏡を用いてツノオオトゲクダアザミウマの雄の腹部角状突起の表面観察を行
い，感覚器の有無を調査した．調査の結果，表面は滑らかであり感覚器官は認められなかった．

キ－ワ－ド：ツノオオトゲクダアザミウマ，雄の腹部角状突起

1．はじめに

　ツノオオトゲクダアザミウマBactrothrips brevitubus

はアザミウマ目オオアザミウマ亜科（Thysanoptera：
Idolothripnae）に属し，西南日本の常緑広葉樹林の
ブナ科植物枯葉上で生活する（Okajima，2006）．本
種は亜社会性種として知られており母雌は自身の卵
塊を外敵からガードし，つがいの雄は卵塊周辺で母
雌を侵入雄からガードする行動をとる（Kranz et al.，
2002）．この時つがいの雄と侵入雄の体サイズが同程
度の場合，腹部をそり上げて尾端で互いを突き合う闘
争行動が観察される（Kranz et al.，2002）．本種の雄
は腹部第6-8節に1対の角状突起を有するが（図1），こ
れらが闘争に使用されているのかは確認されていな
い．昆虫の体表面にある感覚器（毛や孔）は化学的・
触覚的情報を得るため重要な部位（触角・口器・脚部・
産卵管など）に集中して存在することが知られている

（McCullough & Zinna，2013）．カブトムシTrypoxylus 

dichotomusの場合，雄の角には微小な毛や孔が存在す
ることで闘争相手の力量を量る感覚器官となっている
ことが知られている（McCullough & Zinna，2013）．
本報ではツノオオトゲクダアザミウマの雄の腹部角状
突起が武装形質であるかどうかの1つの検証として表
面観察を行い感覚器（毛や孔）の有無を調査した．

2．方法

　観察には2018年3月31日に福井県小浜市にある国立
若狭湾青少年自然の家付近のアラカシの枯葉上から
採集した大型の雄1個体を用いた．採集したサンプル
は60％エタノール入りバイアル瓶に保管して持ち帰
り，Achor & Childers（2014）に従って前処理を行っ
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た．その後，電界放射型電子顕微鏡（FE-SEM）電圧
10KVにて観察した．腹部第6-8節の角状突起を拡大倍
率1000倍から100000倍に適宜変更しながら基部から先
端まで観察し，感覚器の有無を調査した．背面を観察
後，虫体を裏返して腹面を観察した．

図1．ツノオオトゲクダアザミウマ雄成虫（スケールは㎜）

図2．腹部第6節角状突起基部上側　倍率3000倍
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図3．腹部第6節角状突起基部下側　倍率3000倍 図7．腹部第7節角状突起　倍率1000倍

図4．腹部第6節角状突起中央部上側　倍率5000倍 図8．腹部第8節角状突起　倍率1000倍

図5．腹部第6節角状突起中央部下側　倍率5000倍 図9．腹部第6節角状突起先端部の構造　倍率1000倍

図6．腹部第6節角状突起先端部上側　倍率5000倍 図10．腹部第6節角状突起先端部の構造基部　倍率10000倍



91

ツノオオトゲクダアザミウマの雄の腹部角状突起の観察

図11．腹部第6節角状突起先端部の構造先端部　倍率20000倍

3．結果

　腹部第6節（図2から6），第7節（図7），第8節（図8）
の角状突起の基部から先端部とその背面・腹面のすべ
ての部位において表面は滑らかであり感覚器は認めら
れなかった．観察の過程で腹部第6節角状突起の先端
部に基部の膨らんだトゲ状の構造を見つけた（図9か
ら11）．

4．終わりに

　今回の観察でツノオオトゲクダアザミウマの雄の腹
部角状突起表面に感覚器は認められず，闘争中に感覚
器官として機能している可能性は低かった．今後は闘
争行動の観察や角状突起における相対成長の有無など
を調査することで角状突起の機能（武装形質である
か）を検証していく予定である．また今回観察された
腹部第6節角状突起先端部のトゲ状構造についてEow

（2016）は腹部角状突起を有するオオアザミウマ亜科
数種の形態観察から刺毛が進化した感覚器の可能性が
あるとしているが，起源・用途は現在のところ不明で
あり併せて調査していきたい．
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Abstract
Observation of male abdominal tubercles of Bactrothrips 
brevitubus using scanning electron microscopy was 
conducted. As a result, The surface was smooth and any 
sense organs were not observed.
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